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2・ 電 子 衝 撃 に よ つ てHσ1中 に生 ず る
イ オ 冫め 質量 スfくク トル分 桁
A.O.Nier&E.E.IlauwqPhys.
醢is▼凸,50,722～肪 〔19お)響
質 量 分光 器 はYalc、SmithaびV4㎎hanによつ
て使 用せ られ た もの と同 一 構鑑 で あ る.イ オ ン電 流
量分 析 ナ るに は1)istad及びN'illiamsによつ て祀
逾 せ らtLた虞 窒 管 鑁 大 装 置 を朋 ひ た・
質量 スペ ク トル に よれ ば,(H℃it)ち 〔C1め†,
(Hユq駈》†,〔Cド『)ちHCIv,H+,C7=ちC1許,Cドを,
CI3+',q　が 鯉 察 せ らオLたが,Cl聖÷,ti,+,11Ch†,
H㍉HC置 一 は痕 跡 も見 田せ な か つ た.
電 子 の 工 皐ル ギ ーり 函 敷 と して の電 離 歓率 曲線 の
形 は,正 イオ ンに 剛 して は通常 形で あ り,Cト に 剛
ナ る曲線 もILO,CO,NO,o.中 に於 け る負 イオ ン
に見 られ る曲線 と阿 一形 で あ る.

































HCI+の外 見的 電 壓12.9±0,?Vansは.㎞ の
飯測 値is.3士1・uVollと一 致 ナ る.乂 外 見的 電麒
18,6fO.3Vo11を有 ナ るF[tイ 才 ン群 はCl原 子 が
勵 起せ られ な い過#Eと開 係 づ け.られ る・ 上 の遒 程 に
竰 な最 少=fiル ギ ー は4.42(HCIの解 離 熱)十
13・54(Hり電 離 電 壓)唇 工7.Wyouであ る・ 今 観 測 憲
壓 が18.BtO.3Vo]1を示 ナ の は分 子 ぷ 逑 動 呂 ネル ギ
ー を有 ナ るた めで あ る.同fir.して28 .4tO.3Voll












子 の 勵 起 を俘ひ,H+C1(勘 起}に要 す る エ ネル ギ ー
は4.42十13.5!十8.89(Cl原子 最 低 勵 起 エ ネル ギ ー)
=:ro.uBVoltであ る.礇 測{d[28.4fO.3Vohり弟 はr
還 勁 呂.#一ル ギ ー を俘 ふ の と,CIfig{1子の 吏 に高 い勵 起
に よ る もの と考 へ らオし.a・?1.3-0.3Vollを有す る
Cl+イォ シ に關 して は,..itcn(=ｻ)のUr;.反嬢 曲線
か ら生 じた もの と考 へ らaしる・
岡 位 元素 比 に 就 て はHCIu,HC牌 夫 々㊧電 流 曲
線 の 嶺 の高 さの 比 か ら,CIの 同 位nの 塊 がCIUJ
cua7呂3。b7±0.03な.るこ とが 計算 さオしる・3く」α 誹 が
皆 し{r.する とす1」ば,Cluに 比 して 跖 羸 よ り少 で
あ る.(石 川)
3.S艦」ム の融 贋 熱 と蒸 氣 壓
G.R.N¢9量・h、∫,.Am.Chem.S。c.,
58,2.`53.一ti(1936)◎
S旧14.の瀞 解 度 と分 子 内.引力.とり 翻 保 を見 る爲 に 融
解 熱 と蒸 氣 廢 と.を測 定 した ・
liilt;融解 熱 は``metHodof頭畑rピ'卿``d呻
mcllfal"を刑 ひ 蒸 發 熱 は 蒸 氣壓 を.渕定 して それ か
ら計 算 した.燕 氣塵 はSini[h及Ta}'lorの用 ひ た と
同魔 な.a.``dickgage"を以つ て 測 定 した。 其 のYt
驗 債及 實 驗式 は次 に 示+膝 で あ.る・
b9.セm1.呂7.6671-2971訓丁一;SBd97/1':








賀 驗 結 果 とそ の一P,ft,;(D融解91in4soo土20ca1を
得 た.然 るに 此 の値 は 先 きにHildebrandが第 四 族
金 屬 の 臭{匕物 丿曳驪 化 鞠 の 燉 解 工 ン トaピ ー とS巫匸・t{
CS21く完 全 濬 解 した と.して その瀞 解度 か ら計 算 して
得 たる 値:.3SSOcaLよりは 遜 に大 で あ る・輩 に11il'
ロ
dobτaロd』.り伍 が迯 小な りと考 へ られ る理 山が あ る・
臼1.ち,ハ卩ゲ ンの.C』一・Brt→ltり物環 的 性 質,帥 ち
磁 駄,.沸製霊及 融 解 工.ントロピ ーな どの變 化 を 荘窟 す
耄しば 臭累 よ ゆ沃 素 への 塑 化 は匪 素 か ら夷 素 へ の變 化
の方 炉 癒 に大 な る を知 個 ま其 鄭 第 四 族 の四 ハ ロゲ ン
化 物 に1於て 融點,沸 點,融 解 工 ン トロ ピー な..どの醐
係 も同檬 に威 立す るだ ろ う・ 」齟際 に πレp及b.pに
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就 きては その"係 は成 立 して居 るか ら,沃 化拘 の 融
解 熱 は 範 化 物 臭 化物 の そわ よ りも大 な る嘉 は成 立 ナ
る るで あ.らう.
此 の 轄 果 と して兵 り導 を知 る.即 ち,内 部 引 力は
中心 原 子.を園 む ハ ロゲ ン環 子 に影ijし .る.ので あ つ
て一11心is十.子に はあ ま り影 響 され ない と_;s.ｱfiであ
a.も し此 が眞 な らばS画9i:7.へ の溶 鰐 度 がC5.
へ の よoも 更 に 完杢 済 解 をなす 一.3ieと云 ふ事 で あ
る・ 之 は 實 驗4饋 が然 る事 を教 へ て11.る・Slll{の1,
へ のelfよ り計 算 す オ・ば4::iOca1ノ{Hであ る・
Park及noaaは4】IIIcd.として 丿'}るカ{之はP「e』
millingを趨 して 居 た も の で あ る・(2)蒸疲 熱 は
]37.SOtSOcal.f2iｰCなる債 を得 た,dtnffit2igt&r:
は 無 驅 係で あ る。 融解 熱 は 融 黙(1・純5。C)に 於 て
4GOOt?⑪c鼠亅ノm酬鱈 で あ ゐ・ 次 に固骸S、凾1劇り モル 熱.
容 量 はｰ.iｰ.一.一1{一1.5。c問に於 て0.8%の差 に て次 式 に




4.反 康 遑 度 に 對 す る 渚 媒 の 影 響
N.」.T.rick1酷&C.N。Hins[髦ε1w℃od,
J.Chem.Soc..13u3一一.5i(1936).
瀞 液 内反 慮 の反 應 速 度 に封 す る一 般 弐PZe一罵瀧丁
匸本 諾8巻(抄》8癶9卷(抄)7δ参 照 〕に於 て,活 性 化以
.1ψ或 る.條件 ボ 滿 足 せ られ る と云 ふ礒 寧 を表 す 因子
P及 び活 性 化=#Nギ ーL+が 溶 媒 を麓 へ る.事に よ
り如 阿 に變 化 ナ るか を檢 した・ 反 慮 と して ビ リヂ ン
と沃 化 メチ ル の軸「介 とm一 二.トu・ア 乙 リ.ンのベ ン
ゾ イル 化 反 鹽 との 二つ を選 び,.トル ニ ン,ベ ンゼ ンr
ク ロロ ホ ル ム笛 十 勲:種の 有 轡溶 嫖中 にて5種 の温 度
(温慶 蒋 闥 約75。)1ζ付 き反 蠏速 慶 を澗 定 した・ それ
よ り得 らオしるr:の.饋と11111ｰCに於 け る速 度怛 敏 の
對 敬 との 開懌 を圏 示 して 見 る・ 若 し,瀞 媒 に よ り反
塵蓬 庵 をr.にす る 康 閃 がEゆ 差 舞1.二よ る もので あ
れ ば,各:鮎 は 一2・303RTめ傾斜 を 有す る直線.hに
集 乙.反 封 にrの 差 異 の み が.多.く影 響 す る もの なri,
ば,水 雫 線 上 に 集 うべ きで あa:(鼓 に,衡 突 敦Z
り 欄違 よ.り.Pの根 邀 を考へ る方Saarで あ るゆ 鍍
際 の ピ リヂ ン,沃 化 メチ ル反 鷹 の 桔 果 を見 るに圓 の
如 く.(由・昌 卜口 ・ア`リ ンの ペ ン ゾ イルTe反慮 に
付 て も 略 同燦)(D溶 媒 の 相 違 に よ りPが 異 る・
或 る暢 合,例 へ ば ベ ンゼ ン誘 導 聾 を瀞媒 とナ る掲 合
No.1 抄
に は,こ れ のみ ポ反 應
速 度 の 相違 の 原 因 の如
.く 思 は れ る.が,一般 に
はEa岡 時 に 異 つ て ゐ
る.(z)又,Pの み の
異 る場 合 は反 應 遖 度 は































齢 ...'揶 ㌦ 必 ♂ 岬
　 ゾ'
5.金 屬 を通 しての 瓦 裄 の据 散 ⊂π 〕
高 壓 に於 け る 昌 ツ ケ ルに對 す る
酸 素 及び 水 棄 の 擾 散
C.J.Smithells&C.E.Ransley,Proc.Roy.
Sbc,〔A〕,15L292-302(1936).
捜 敏速 度Dに 及 ぼ す 壓 力Pの 影 響 は 著者 り前 報
【本 誌.9,.124(昭和10年),10,52,166,248(昭和
11年)参照]に 於 て次 式 に よつ て よ く表 は され る.審
が 示 さ.考した ・
D昌k.a.ゾ7
.荳 に.励.1重咳 着 原子 に よつ て覆 は れ た 表 血 の分 敏 で あ
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・・ら 』 藷 ・・換一…(tniikrc於・
aP と置





式の如 くBの 入つた速度式が考へ らhる羅であ ろ
が,塵 力を充分大にすれぼ表面は完奇に覆はれて了
















































起 ら瞭:,.加里一酸素皮膜に就て柳 通様加 鋤 惰 る・
今・晦 鰍 袞と舳 と.の關睡 圖で纈 ナ硲
にSuhrmsnaと 恥 卿peterの加 里膜 に興 べ.た・
:自ioem「鎚t.
(Sは光 鼠,,は 北 例常 數,qは 面 の 感光ril心の失 は
栖 る穣 率 」.tは時 間,.㌔は衆 初 の 光YL流ρ 彊.さ,iは
t時 闘 後 のそ れ,).この式 は今 の場 合 に 欝嵌 らぬ・.画
の害 せ られ.る臨 鍵 ふ とxへ て 各 素 面 」こ癒 ず る式 を





㈱ 嚇 の齢 の.c謎面 好 歓 つて正となり・
ζれが電場り彊さ:.髦變 じ・く悉案を弱ゆる・烈、故賎
面り電氣抵抗が」替大し光電子.を金騰.り酸fヒリ助けと
融,毛 鵬 り金戯 敵 留る・ この.感度巾・醐c・ 一
〇 の近傍の遊離C5が よき感度を示ナ・こオしが底i面
の禰 蠣 化せる鰤 に依 嗜 蛎1・ る・(鯛)
ア,氣 相 と固相 間 に金 屬 原 子 の
交 換 が 起 る溟 厖 に 就 て.
Beckerrllertelaluster,Z.phgsik.
Ql+em:(A),777218一一?3Q9.48).
ガ ス.駅のC・ql・鱠 むH,9:iO一 一930ｰCI.二保
つ た鐵 の表 面 を通 過 す ひ と,次 の反 慮 を起 し,氣 相
と固釦 晦 に金 廓 原子 の交換 を起 す・
h'e+CrClx=FeCiz+Cr,.
此の反應ぱ:勿論鐵表面,:こ於てのみ起蚤が,乗嘩した
c源 子駄 記の離 で騨 に纏 弧に#aだ
けでなく,車に鐵路子刀内部へ孅散し,鐵康子FiHf
輝 廊 徽 ・てNSb?Kitry]になウた・ゴ』く颱 と
搬 ゆ 齢 せ1.・依ρて生 じ壕 面励 ま厚さlmmに
及s=.乂試料の鐵は此ρ反應`.歌つて容積擢 化せ
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ず,其 の結.eり.弛 緩.を起.きない.先 づDebアe・
Stherrzrの.X線分 折 法.に依5と7此 の層Lは懺 心:,z
方卜儲FFりCr一]'eitiiid〔哮0%Cr)から成 り,且鐵 中 に
Crが撻 入 す る際,鐡 椿 子 が鐡 大 ナ る.事が解 つf_・此
り暦 のCrの 分布 は 内部 べ 入.るに從 ひ次 第 に濃 度.を;
波 ず るが ・細5%C・ 脅 量 の所 か ら創 こC・ の量 を
溝 じ,邂 に 零 に な6・ 乂種 々.の形 や組 成 ρ蜘.二就 て
止記 の層 を作 り.組 織 を檢鼓 鏡 的 に檢 した 藪も 皆 殆
ん ど同 にセ,試 料 の 表 再 にZF行に贋 韋生 」 越 り卑
の 粗 織 り嵌 結 品 は暦 中 で は殆 ん ど完 全 に 消朱 .しr新
微 鯖 愚.を生.じてお り,淡 索 はiYigzして.ゐる.,CrvFe.
混踞 纏0鰍 の閲嘩 爾 い(la:.さ.紹0・01岫丿
一つ㊧巾問層を豢見 しt・混 占轟麿が厚い程又鎹の炭
素台・斌の多い擢}中閲厨は朋瞭に見えた・.薄い中闖
贋を苦心の末榛辮 鵬 翼に録る事⇒咄 來た・雌 に
依ると,.Cr-1'e準品φ最下艦1.‡結嵒の間隙が;」臼大
し,此所だけ不均噌な組織を.な.してゐる,此の磨の
下燐 晦 帥 の外餓 な描 だ薄・・別姻 繼 縫.
一見した.導劉1此れはJUｰ6Pe,昌%Cご及 与%Cの共融
合針 一idc#3.此の一1帰が試料磁 組攣 ξ.なつで
c「を0んど含まない・共融合金溜ではcが5%で
.試斜中り含単よ.i7濃く.なつてisJ,.ll.£喰 量はJ%











8.Cii及びNi上 の ホ 紊 のv鱒der
Wsals一,活性1七一,.鳳争 一吸 着 及び
そ の光 電 效 果に 對す る影 響
O.1:.lsppurokc,Act>Phpsicochim.
U,R.S?S.,21.737門60(1ggr)・
著 将 は眞 窒 中に 於 け.る金 屬 の 蒸發 に よつ て作 つ た
鑓 揮 のCu或 はNi膜 の 水事 吸 着 を塵 力6p!0魂宀
10高㎜.H騨 鹿 一753一,十1⑳。criR-cCdF究し た.
銅 輟 よ り酸 化 鋼 を経 て 作っ た遐 元 銅 り楊 合 と異 り上
.建の躑 こ於 て は活 性 化 吸着 が 起 ら なカつ.た・ 著蔚 は
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そ り原 因 が 表 圃 が鏡 り如.ぐ滑 かでaる 事 に あ る.生考
へ て,多 孔 質 に す る猛 に酸 化 邇 元 を繰 返 したCa膜
に 就 て賀 驗 して み た がや は り活性 化吸 着は 齠 φ.らiし.
な かっ た・ 瀞 者 は 之 を本 貴 驗 に 用ひ たCuが 純 梓 で
あ るり でSintcrungを起 し易 い 爲 で あ る と考 へ た・
次 にNiに 於 て121il;15Tki14iｰdに於 け る二腫 類 の吸 着
が 認 め られ た・ 吸 蕊 熱 と して 司83。で4〔顕k乢O。.
でis{MIUca1,100。で 鱒 ～1袖00㎝1を得 た ・
一】83。.に於 げ る貨 験 に よ ると療 子 歌 水 素(熱 した
タ ン グ ステ ンに よつ て作 つ た もの)はCU,Niの い
つ れ に も よ(吸 蔚 きれ る・ 吸 蔚 され た7k素原 子 は:W
度 ボ 高 いtarcちに 恥 着 す る が 一106。Cでは徐4に 股
着 ナ るか ら そ の遑 度 琶 測sす る事 が 出來 る・ 恥n唱
mui.は吸iYF:lvた水 素 原 子は 金 縫 表 面 上 を泳 動 し
て 他 の水 索原 子 と街 突 し再轄 合 して 麗 蕩 すddot
考 へ て ゐa。 召≒萱は 醗 蔚 速 鬮 定 の紬 果 そ.れが 水索
原 子 に 闘 して 二次 り式 をi苗足 ナ る事 を 見 出 しLang・
muicの考 へ に 貴驗 的 根擢 を輿 へfiJたと云 っ て ゐ る・.
次 に 水業 の吸 荊 が 光 電 放 果 に及 ぼ す 影 響 を調 べ て
ゐ るが ・Niの 場 合 にvan.d町Wawls一及 び5414化一
吸 消 は光 電 放 果 に何 等 影 樽 を輿 へ な い が1豫 め氣 相
.巾で 水 素lll{子を作 り之 を吸 着せ しめ た時 は 光 電 效 果
に 變 化 が 認 め らオした.こ の事 か ら署 者 はNiに 封 ナ
る水素 の 活性 化 吸 瀞 はIRI子吸 蔚 で は な い で あ ら う.と
想 像 して ゐ る。 乂著 者 は 活性 化吸 着 を活性 化撲 旨如こ
轄 び っ け る設 に賛 成 して ゐ る・(田 村)
…
9.自 金 及 白金 電 極 ま 虜 媒 と した 水 素 の 活 性 化
Elep$Polanyi,Tnns.Farad.Soc.,j'j.1:SR一/.i7
(1935);Calvin,waa,32,142δρ嚇(】936).
淵F液か ら 電 解1二依 っ て 水ヨ障奪 發 生 せ しめ る過.程
は ・膂 通 次 の 如 く考 へ ら糾 る.
Pヒ十 垂旺22PtH(tJ
Pt旺十〇H2冒P吐鬯十IlpH.+…(夛)
(1)或は(2)の何fしが銘 の 反 感 の蓮 魔 決卑 の因 子 で
あ るか に 就 い て は,古 來 種 々 の髭 が あ る・ 本 報 で は
此れ を決wナ るiSｻF3金黒 を觸 媒 と して重 水誕 と水
の 交換 反 庶 とP・恥 紬 倒 確 を此 較 して ゐ る・ そfL
に よ ると,交 換 反 感 は水 にHCIを 加 え る と,健 進
さ.凄し,KOHを 加 え る と逕 度 は 著 し く減 少 す る・ パ
ラ水 索 籾 移 反慮 と比 較 す る と,何 時 も稗 移 の 方 が 家
換 よ リ2-3倍 遉 くな.る・ 此 オしか ら 見 う と,.爾者 は.
同一 の 性 質 の反 晦 で 削 逾 の(1)の方 が決 毘 反 應 と見
.ら考しる..2-3倍謹.く.なdeli,1+njansが前 に比 較 し
た.ii,一十A,一+ｰ1Ll〕とパ ラ韓 移 ∫廴鷹 の時 と同 じく,爾
阿位 元 泰 の零 度 干 率ル ギー り差 に 侠 てffitX91し得 る・
次 にア ル コ「 ル と.r水素 との 交換 反 幽 と樽 移 反 廠 を
比 較.ナる と,此 の場 合 は大 懺 同 じ速度 とな る・ 此の
時 輩→ 儕 の 差 が な いhf3111何な る源 か 解 らな い が.
何 れ・に して も(i)即 ち水 累 分子 の接鯛 解離 が 遖度 決
定 の圃 子 と苹 ふ欟 に な る・ 然 も此nが 溶 液 の性 難
と酸性 慶 に 依 つ て 影 礬 さaる 貫 には,水 素 分 子 が解
離 すatansiIi叩stateはhomo【n1訂な物 で な く,水
素 イ す ン♪ 重 は強 くpo聖uなPt・IIbondに興 るIl-
atomsでな 曇封 しば な い と して ゐ る.
更 に.Calvinは醐媒 の 陶金 黒 を 電 簾 とな し種 々の
電 位差 の 交換 反 囈 に 針 ナ る影 響 を調 ぺ た・ 此 の結 果









づ第 一 に 解 る事 は 比較
的 小 な るulhodicp卜
larimtionは速 度 を大 い
に減 ず るが比 較 的 大 な
るanod1CI,01arisation.
は 趣慶 に 影鯨 しない事
で あ る.此 イLは上 逾 の.
(1城は(21の阿 れ 毳.決
定 反塵 とす る.も璽 男が
fllalFhい.然し,(1)も(.,)も共 に重 要 な反 甑 で 大.
笹 晒者iま阿 じ程度 の逑 度 をisつが,鯢 媒電 蝕 の伽 ・
の變 化 〔分 趣 芙 の 他 〕 が 何 れ か を優 勢1二す る と云ふ
3iamnuttの考 へ と相 容 薮得 る.欝 分 錘 が(1}の反灘
のib'性化熱 に影 響 す る岱 め に は,ユ1・1星或 は)41L
tn,:金屬}の構 造 がP【ilazでな けオしば な ら ない.此
jLはSulsrman等の 金 隠 の熱 及.光電 子 的性 質 に 贄 ナ
る吸 着.ガiの影 響 に 鯏 す る研 究1から承 泌鷺 らオしる所
で あ る・ 樹 著 者 は 分 橄 に 依 つ て影 響 せ られ る活 性化
熱 以yrの因 子 の 可能 性 を認 め 此 尋しを研 究 しつ ㌧あ る
と云つ てゐ る.陶 …鰹者 は 交把匙が抑 制 され る電 榛.卞匣壓
で は稗 移 反 感 は 侮 進 さオしる紬 果 を宅 性 的 に得 た.
{仲田).
'酬 一
10.ヂ メ チ ル 水 餓 の 光 分 解 に 依 る
工7ロ ゾ ル の 生 政
」・HarmsLI.G.JandepKolloilトZ.
77,2fi7,<U(19J67.























昌ル.v,～蒸 氣 に光 をti5てL酸化 鐵 の エ ア ロ ゾル を得 て
ba.一 履 に光 化學 璽 化 を利 用 して エ ア ロゾル を作
る.方洙 は均 一 に分散 し, .目.つ粒子 の 小 な るも の を得
られ き.ので 實驗 に好 都 合 で あ る.
秤 最 したヂ メチ ル水 銀.のヱ ー テル溶 液 を小 皿 に 入
れ そ桝.を,0.5cUm大の立 方 型 の.容器 中で 少 し ζ加
熱 して蒸 發 させ,.プロペ.ラで 蒸氣 濃 度 を均 一 に し,
然 るめ ち外部 よ リ水銀 燈 で2分 乃 至10分照 射 す る.
ヂ メチ ル水 銀 は光 分 解 を起 して,水 銀 の エァ ロ ゾル
を得 る・ 二の ゾ)Vは非 常 に 微 粒子 でnつ 大 き さが一
定 であ る.ヂ メチル 水 銀は98。Cで 沸 隆 し,室 温で
充分 な蒸 氣 濃度 を得 られ,.又空 中 の戲 巽,韻 氣 及 び
可 視光 粮 に安 定で あ るの セ,xpロ ゾルの 研 究 に最
も.都合 が よい 、



































































の方法に依 り作 られた ゾルに比 して,非常に小であ
り.,.(5⑪～120xlO司:gの物が多い.)且つ初期濃度
の大な.るもの程大であることが分る・(へ 木)
.「'「財'～ 一'.腔r.r一 胃vA真 」......-L-..ゴ..r.、.・.噛.一..
116コ ロ イ ドめ 撥 造 と 赤 外 吸 收 ス ペ ク トル
・S・S・Bhalaagar,P.LKapuru・M。P.Najpal,
Kolloid-Z.,77,281陶5(1936>.
F6203,ム㍉O劭Sin.,S白0,Au.の五 種 の コ 卩 イ ド
の赤外 吸 牧 スペル.トル を觀 測 して,そ の水 中 に於 け
る取態.を研 究ナ る事 が 目的 で あ.る・ 装 置 は11ilgerの
赤 外分 光 器,光 源isf3?nンス トラ ンプ を,測 定 に
はBoysの ラヂ オ メ ー ター を網 び てし 二個 の 同 型 の
錬












































卸 ち水 り吸 收 と大 體相 似 した 位置 に吸牧 のar大が 存
在 す る がp無 レ多 少位 置 の移 動 のあ るこ と・ 殆 ん ど
全 て の ゾル が0.9.一一7・:fｵ及び].5i一一1.75pの澗 で は
純 水 よ リ透 過度 が 小 に なP,.1.3～L5諏及 びL7融
以 上 の 聞 で は遲 過 度 が摺 して ゐ る ζ と.第 三 に表 巾
り:1,4,5には 水 に は見 られ ぬ,吸 牧 の現 はれ 乙こ
とで あ る・(沁旧h』の水溶 液 の 研 究績 果 に依 れ ば,溶
液 の透 過 度 及 び帯 趣 大 の移 動 は,水 のMono一,rn・,
Tri-hpdromolekulen間りZF衡が,溶 質 を入れ る こと
1:1Y9亂ifi,る瓮で,も し水 の 分子 構魑 が複雑 に
なれ ば,吸 牧 榛値 は長 波 長 の方 へ 移 動 し,乂 .Depo-
IymerisationsO'eklに依 つ て帶 は波長 の 短 い方 へ 移 動
す.事 費 コPイ ド粒 子 がHvdntionして 概.合物 を作
るSiOyAさ2S劭Fe宝%Sn`)空の如 き ゾル で は,帶 は
波長 の長 い方 へ,乂.livdrati。・ の 起 ら!q.Auゾル
では 逆 に水 分 子 のDepolymeri5at韮oロ5el}とkt.に依 り,
波 長 の魁 い方 へ移 動 して ゐ る..
SiO.,とSoO.のゾル は親 水 ゾル に騰 し,粒 子 が
水 と精 合 す る似 向 が 強 い爲 に,轄 合 せ ず に 居 る水 分
子 は 少 く,し た が つ て,.魁子 に特 有 な振 動 が現 はa
る・ 然 るに疎 ゾルで あ るA5ρ3,Fe.OyAu.等に は
か 丶る振 動 が現 はfLない・ 又SiO,ゾ ル で 日薮 の経
過 した古 い ゾル で はづ 粒 子 と結 び付 かな い 水分 子 が
措 加 ナ る爲 にレこの特 有 の帶 は水 の擬 動 に掩 はれ て,
瀉失 して し霍ふ 現 象 が 見 られ る.(八 水}
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?
